
取付条件
製品は次の条件でご使用ください。誤作動、性能低下の恐れがあります。
下記の範囲を超える条件で使用される場合は当社へご相談ください。
● 振動9.8m/s2 以下の所に取り付けてください。
● 本体周囲温度-20～70℃以内でご使用ください。
● 空気、ガス等の気体温度を検出する場合は、日光・電灯・放熱器・蒸気・冷温水管等の輻射熱の影響を受けない所に取り付けてください。
● キャピラリーチューブは、半径10mm以内・接合部から40mm以内を曲げたり、ねじったりするとキャピラリーチューブが折れて故障の原因と

なりますので取扱いに注意してください。
● 感温筒の取り付け

●液封入ピンチ部を折り曲げたり傷を付けないでください。
●感温筒に著しい傷・打こんを付けないでください。
●感温筒の材質（銅・銅合金・銀ロウ・半田）を侵さない被制御体に使用してください。腐食性流体の場合はステンレスの保護筒を使用して
ください。

●Ｈチャージの場合は感温筒と本体の高低差は1.5m以内にしてください。
● 感温筒の最高温度・取付方向と温度変化速度は下表の通りに使用してください。
● 温度条件の本体側温度(TS)と感温部温度(TB)、キャピラリー部温度(TC)の関係は下表の通りに使用してください。

はじめに
このたびは、NS形温度スイッチをお買い上げいただきまして、ありがとうございます。
ご使用の前に、取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。
なお、お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管してください。

安全上のご注意

警告

● 通電中はカバーを絶対外さないでください。感電の恐れがあります。
● 電源を切ってから配線してください。感電の恐れがあります。
● 製品に水をかけないでください。感電の恐れがあります。（防滴形は除く）
● コード入口ゴムを外さないで配線してください。又は、コンジットを使用してください。

コードが傷付いて感電の恐れがあります。（防滴形は除く）
● 取付ねじは、付属のねじ（M4×0.7×8座金付）を使用してください。無くした場合は、本体底部より挿入深さ5mm以下

になるM4×0.7のねじを使用してください。内部部品に接触し、感電又は誤作動の恐れがあります。（防滴形は除く）
● 防滴形は下記の項目にご注意ください。水が浸入して感電の恐れがあります。

●電線グランドサイズの適合、グランド締め付けなど確実に行ってください。
●防滴カバーの締め付けはバランスよく、確実に締め付けてください。（締め付けトルク1～1.5N･m）
●完全防水ではありませんので、屋外取付の際はひさしのあるところに取り付けてください。
●調整ねじぶたは、斜めに入れないでください。

取付方法
製品はどのような姿勢にも取り付けできます。また、壁面やパネル板に取り付ける時には、本体底部にある本体
取付用ねじ穴（M4×0.7）をご利用ください。
なお、取り付けには下記の項目にご注意ください。誤作動や破損の原因となります。
● 落下させないでください。
● 塗装しないでください。

!

配線方法
電線の接続はマイクロスイッチに端子ねじが付いていますので、結線図をご参照の上、各用途に合わせて配線してください。
なお、次の項目にご注意ください。
● 端子ねじとアースねじ以外の部品は操作しないでください。
● 電気定格以内でご使用してください。
● 端子ねじは装着されているM4×0.7長さ6㎜をご使用してください。

配線方法 結線図

操作方法・調整方法
調整手順として温度上昇時、作動値をレンジ調整ねじで最初に設定し、その後温度下降時作動値を入切差調整ねじでセットしてください。
調整方法は下記の通り、各機種で異なりますのでご注意ください。
●TNS：レンジ調整ねじを反時計方向に回すと、設定温度が高くなります。また、入切差調整ねじを時計方向に回すと入切差が大きくなります。

この両方の調整ねじの操作で希望の設定値に合わせることができます。

●BNS：レンジ調整ねじを反時計方向に回すと、設定温度が高くなります。また、入切差調整ねじを反時計方向に回すと入切差が大きくなります。
この両方の調整ねじの操作で希望の設定値に合わせることができます。(入切差調整ねじはマイクロスイッチに付いています。)

●CNC,GNS:レンジ調整ねじを反時計方向に回すと、設定温度が高くなります。
(注)CNS形、GNS形は、入切差が固定式のため調整はできません。従って、入切差調整ねじはついておりません。
(注)CNS-C1…M2形は手動復帰形のため入切差は調整できません。

●INS：レンジ調整ねじを時計方向に回すと設定温度が高くなります。
(注)INS形は手動復帰形のため入切差は調整できません。

注) 50mA以下の微弱電流でご使用の場合は、ご一報ください。
矢印↑M2は手動復帰方向を示します。↑
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矢印↓M1は手動復帰方向を示します。矢印↑は温度上昇時作動方向を示します。
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配線方法
電線の接続はマイクロスイッチに端子ねじが付いていますので、結線図をご参照の上、各用途に合わせて配線してください。
なお、次の項目にご注意ください。
● 端子ねじとアースねじ以外の部品は操作しないでください。
● 電気定格以内でご使用してください。
● 端子ねじは装着されているM4×0.7長さ6㎜をご使用してください。

配線方法 結線図

操作方法・調整方法
調整手順として温度上昇時、作動値をレンジ調整ねじで最初に設定し、その後温度下降時作動値を入切差調整ねじでセットしてください。
調整方法は下記の通り、各機種で異なりますのでご注意ください。
●TNS：レンジ調整ねじを反時計方向に回すと、設定温度が高くなります。また、入切差調整ねじを時計方向に回すと入切差が大きくなります。

この両方の調整ねじの操作で希望の設定値に合わせることができます。

●BNS：レンジ調整ねじを反時計方向に回すと、設定温度が高くなります。また、入切差調整ねじを反時計方向に回すと入切差が大きくなります。
この両方の調整ねじの操作で希望の設定値に合わせることができます。(入切差調整ねじはマイクロスイッチに付いています。)

●CNC：レンジ調整ねじを反時計方向に回すと、設定温度が高くなります。
(注)CNS形は、入切差が固定式のため調整はできません。従って、入切差調整ねじはついておりません。
(注)CNS-C1…M2形は手動復帰形のため入切差は調整できません。

●INS：レンジ調整ねじを時計方向に回すと設定温度が高くなります。
(注)INS形は手動復帰形のため入切差は調整できません。
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矢印↑は温度上昇時作動方向を示します。矢印↓M1は手動復帰方向を示します。
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注) 50mA以下の微弱電流でご使用の場合は、ご一報ください。
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